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  技術・サポート情報 

Meta Imaging Series Version 7.8.7 がリリースされました。 
メンテナンス期間内の Meta Imaging Series ソフトウェアは、下記 URL からアップデートファイ

ルをダウンロードして、バージョン 7.8.7 にアップデートすることが出来ます 
http://www.meta.moleculardevices.com/updates/ 
こちらから ID 番号を入力して Log-in し、「7.8.7 Update」をクリックします。 
※32bit OS をご利用の場合は、「MM787-32.zip」を、64bit OS をご利用の場合は、

「MM787-64.zip」になります 
メンテナンス期間かどうかの確認は、下記 WEB から Version 選択と System ID を入力するこ

とで、確認することが出来ます。STEP 3 に期限の日付が表示されます 
http://www.meta.moleculardevices.com/Authorize/ 
バージョン 7.8.7 の主な変更点は下記になります 
 
カメラ関係 
Andor SDK3（Neos, Zyla） ： Software Trigger の取り込み・デバイスストリーミングサポート 
DOC-Cam ： DualCamera モードをサポート 
PICam ： DualCamera モードをサポート、シャッターシンクロナイズの追加機能 
 
ハードウェア関係 
CrEST X-Light ： Firmware 1.5 をサポート 
Leica DMx000 ： Contrast method の切り替えのバグ改善、Motorized Tube を Leica Port
へと名称変更 
NI-DAQmx ： コンフィグレーションセットの追加 
Nikon TE-2000 シリーズ ： Z キャリブレーション・Z モータ制御・仮想モードでのコンポーネン

ト設定のバグ改善 
Olympus IX3 ： IX83 の Transmitted シャッターの Delay 設定を追加 
Prior Controller ： 6 フィルターホイール・6 シャッターのサポート 
Spectral LMM5 ： Borealis Widefirld をサポート 
Thorlabs ： フィルターホイール（FW103H/M）をコントローラ（BSC201）にて制御サポート 
 
MetaMobile iOS アプリケーション関係 
MetaMobile から Journal 機能（選択・開始）をサポート、変数（Variable）入力をサポート、

XYZ の表示機能の強化 
MetaMobile での MDA 機能のプレビュー表示のバグ改善 
 
ソフトウェア関係 
Auto Trace 機能 ： Click-to Find の機能を追加 
Cell＾TIRF ： TIRFポジションの保存と読出しをサポート、Penetration Depthの入力サポート、

仮想モードでのバグ改善 
モンタージュ機能 ： 過大イメージの展開画像をサポート 
MDA 機能 ： Event mark 機能のバグ改善 
Scan Slide 機能 ： 波長選択時のバグ改善 
Targeted Illumination 機能 ： 20usec よりも少ないで時間での照射をサポート 
 
詳細は、上記 URL にある Updater のダウンロードサイトよりご確認頂けます 
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